
 

 

令 和 ６ 年 １ 月 ９ 日 
教 育 指 導 課            

 

令和５年度文部科学大臣優秀教職員表彰被表彰者の決定について 

 

１ 受賞者 

Ｎｏ 受賞者名 学校名及び職名 功績概要 

１ 蝦名 晋一 
砧南小学校 

主幹教諭 

実践分野：学習指導における特に顕著な

成果 

・東京都小学校理科教育研究会に所属

し、世田谷区理事を務めるとともに、 

リ－ダー研究推進委員として、研究会の

中核となって、理科教育の充実や改善に

日々取り組み、授業実践を都内の教員に

広めることに貢献している。 

・平成 27・28 年度の 2 年間、東京教師

道場部員として、理科授業改善の研究に

取り組んだ経験や成果を生かして、令和

4・5 年度は東京教師道場のリーダ―を

務め、部員の授業力向上における助言を

行うとともに、自らの資質・能力の向上

を図っている。 

・内閣官房水循環政策本部事務局が、令

和 3 年度に小学校学習指導要領を基に

作成した「水循環教材の活用事例集」に、

第 4 学年社会「水害からくらしを守る」

の実践事例を提供し、その内容は全国の

小学校教員の参考になった。 
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２ 藤井 徹平 
用賀中学校 

主幹教諭 

実践分野：学習指導における特に顕著な

成果 

・SDGs 活動モデル推進校として、「海

の豊かさを守ろう。つくる責任つかう責

任」を主なテーマとして、令和２年度か

ら４年度にわたり、Zoom や ICT を活用

し、講演会や体験活動を中心となって推

進した。SDGs を知る、海洋プラスチッ

クについて学ぶ、西表島のヤマネコパト

ロールについて学ぶ、海洋環境改善につ

いて学ぶ等を主題とし、海洋研究開発機

構や大阪海遊館等の他機関と連携して

活動を展開し、学校全体に SDGs に対す

る意識を醸成した。 

・教科教育において、早い時期より ICT

の活用を図り、情報機器を効果的に活用

し授業の改善に努め、生徒や保護者らか

ら高い評価を得た。 

・校長、副校長の職務の補佐をし、地域

との連携や学び舎の教育活動の活性化、

円滑化のため尽力した。 

３ 宮内 将之 
船橋希望中学校 

主幹教諭 

実践分野：特別活動や部活動等の指導に

よる、児童生徒の育成における特に顕著

な成果 

指導する野球部が平成３０年度から令

和元年度は区大会春夏秋の３期連続優

勝、都大会ベスト８入賞を果たし、以来

毎年都大会出場を果たしている。 

昨年度から小規模校で部員不足の隣接

中学校に働きかけ、合同チームを結成

し、都大会では両校のメンバーと保護者

が一体となった競技と応援を実現させ、

全国大会出場常連校に勝利を重ねなが

ら都大会 3 位という結果を残した。 

この快挙の背景には、宮内主幹教諭の持

つ卓越した指導力と実行力、および人間

関係調整能力があり、保護者の協力や地

域人材の力を活用した成果が表われて

いる。この部活動の運営方法は、地域移

行を目指す今の動きに合致するもので

あり、東京都中体連野球部審判部副部長

として長年運営を担ってきた経験を活

かしたものである。 

 

２ 表彰式 

令和６年１月１６日(火) １４時００分～１６時００分まで 

  東京大学 安田講堂（東京都文京区本郷７－３－１）（予定） 
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「文部科学大臣優秀教職員表彰」実施要項 

（平成１８年９月２０日文部科学大臣裁定） 

                      （平成２１年９月１日一部改正） 

（平成２５年８月５日一部改正） 

（平成２６年９月１０日一部改正） 

（平成２８年９月２０日一部改正） 
（令和元年９月１９日一部改正） 

（令和２年４月１日一部改正） 

 

 

（趣旨） 

第１条 この表彰は、学校教育における教育実践等に顕著な成果を上げた教職員及

び教職員組織（学校単位又は校長の指揮監督下にある分掌単位等をいう。以下同

じ。）について、その功績を表彰するとともに広く周知し、併せて我が国の教職

員の意欲及び資質能力の向上に資することを目的とする。 

 

（表彰要件） 

第２条 教職員に対する表彰（次項の若手教職員等奨励賞及び次条第２項の社会に

開かれた教育実践奨励賞を除く。）は、全国の国立学校、公立学校又は私立学校

（大学及び高等専門学校を除く。以下同じ。）の教職員であって、次に掲げる要

件を満たす者に対して行う。 

一 現に教職員であること。 

二 推薦年度の４月１日時点において、教職員経験１０年以上かつ原則として５

０歳未満の者であること（ただし、当面の期間は、特別の事情がある場合には

この限りでない）。  

三 原則として、既に推薦者による表彰を受けていること。表彰制度が設けられ

ていない場合は、表彰に準じる評価を得ていること。 

四 勤務実績良好かつ過去に懲戒処分等の罰を受けていない者であること。 

２ 前項に規定する表彰のほか、学校教育における教育実践等に顕著な成果を上げ

た教職員（教職員経験が１０年に満たない教職員に限る。）であって、本項に規

定する賞を受けた後、さらに顕著な成果を上げることが見込まれる者を表彰する

ため、「若手教職員等奨励賞」を授与することとする。 
３ 若手教職員等奨励賞は、全国の国立学校、公立学校又は私立学校の教職員であ

って、次に掲げる要件を満たす者に対して授与する。 

 一 第１項第１号、第３号及び第４号に規定する要件を満たすこと。 
 二 推薦年度の４月１日時点において、教職員経験１０年未満かつ原則として５
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０歳未満の者であること（ただし、当面の期間は、特別の事情がある場合にはこ

の限りでない）。 
４ 教職員組織に対する表彰（次条第３項の社会に開かれた教育実践奨励賞を除

く。）は、全国の国立学校、公立学校又は私立学校の教職員組織であって、次に

掲げる要件を満たす教職員組織に対して行う。 

一 推薦年度の４月１日時点において、１年以上の活動期間があること。 

二 原則として、既に推薦者による表彰を受けていること。表彰制度が設けられ

ていない場合は、表彰に準じる評価を得ていること。 
 

第３条 前条各項に規定する表彰のほか、「社会に開かれた教育実践奨励賞」を授

与するものとする。 

２ 教職員に対する社会に開かれた教育実践奨励賞は、全国の国立学校、公立学校

又は私立学校の教職員であって、次に掲げる要件を満たす者に対して授与する。 

一 前条第１項第１号及び第４号に規定する要件を満たすこと。 
二 推薦年度の４月１日時点において、原則として５０歳未満の者であること（た

だし、当面の期間は、特別の事情がある場合にはこの限りでない）。 

三 教職員に対する表彰等であって、文部科学省名義の使用許可又は文部科学大

臣賞の交付（以下「文部科学省名義の使用許可等」という。）を受けた行事等

において行われるものを受けていること。 

３ 教職員組織に対する社会に開かれた教育実践奨励賞は、全国の国立学校、公立

学校又は私立学校の教職員組織であって、次に掲げる要件を満たす教職員組織に

対して授与する。 

一 前条第４項第１号に規定する要件を満たすこと。 

二 教職員組織に対する表彰等であって、文部科学省名義の使用許可等を受けた

行事等において行われるものを受けていること。 

 

（選考基準） 

第４条 教職員に対する表彰（第２条第２項の若手教職員等奨励賞及び前条第２項

の社会に開かれた教育実践奨励賞を含む。）については、主として次に掲げる特

に顕著な成果を基準として選考する。 

一 学習指導における特に顕著な成果 

二 生徒指導、進路指導等における特に顕著な成果 

三 学校体育や学校保健、学校給食における特に顕著な成果 

四 特別活動や部活動等の指導による、児童生徒の育成における特に顕著な成果 

五 特別支援教育における特に顕著な成果 

六 地域との連携・協働の推進における特に顕著な成果 

七 ユネスコ活動や国際交流等の分野における特に顕著な成果 
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八 学校事務の機能強化や勤務環境の改善等、学校運営の改善における特に顕著

な成果 

九 その他学校教育において、他の教職員の模範となるような実践による特に顕

著な成果 

２ 教職員組織に対する表彰（前条第３項の社会に開かれた教育実践奨励賞を含

む。）については、教職員同士や専門的な職員等との連携・分担といった組織的

な取組による、前項各号に掲げる特に顕著な成果を基準として選考する。 

 

（被表彰者の推薦及び決定） 

第５条 第２条各項に規定する表彰の対象となる教職員及び教職員組織は、別に定

める「文部科学大臣優秀教職員表彰」推薦取扱要領（以下「推薦取扱要領」とい

う。）により、国立大学の附属学校にあっては学長の、公立学校（指定都市の設

置するもの及び公立大学の附属学校のうち教育委員会の所管に属さないものを除

く。）にあっては都道府県教育委員会の、指定都市の設置する公立学校にあって

は指定都市教育委員会の、私立学校及び公立大学の附属学校のうち教育委員会の

所管に属さないものにあっては都道府県知事の推薦する教職員及び教職員組織に

つき、文部科学大臣が決定する。 

２ 第３条第２項及び第３項に規定する社会に開かれた教育実践奨励賞の対象と

なる教職員及び教職員組織は、推薦取扱要領により、次に掲げる要件を満たす団

体の推薦する教職員及び教職員組織につき、有識者による審査を経て、文部科学

大臣が決定する。 

一 教職員又は教職員組織に対する表彰等であって、文部科学省名義の使用許可

等を受けている行事等を主催する団体であること。 

二 推薦する教職員又は教職員組織（以下この号において「被推薦者」という。）

に対して、前号に規定する行事等において表彰等を授与した団体（被推薦者の

所属する学校のほか、次のイからニまでに掲げる被推薦者の所属の区分に応じ、

当該イからニまでに定める団体を除く。）であること。 

イ 国立大学の附属学校 当該学校を設置する国立大学法人 

ロ 公立学校（公立大学の附属学校のうち教育委員会の所管に属さないものを

除く。） 都道府県教育委員会又は被推薦者の身分の属する教育委員会 

ハ 公立大学の附属学校のうち教育委員会の所管に属さないもの 都道府県及

び当該学校を設置する公立大学法人 
ニ 私立学校 都道府県及び当該学校を設置する学校法人 

３ 前項に規定する審査に当たって必要な事項は別に初等中等教育局長が定める。 

 

（表彰状） 

第６条 表彰を受ける教職員及び教職員組織に対し、表彰状を贈呈する。 
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（名簿の作成） 

第７条 文部科学大臣は表彰を受ける教職員及び教職員組織の名簿を作成する。 

２ 表彰を受けた教職員が、表彰を受けた後、地方公務員法第１６条若しくは学校

教育法第９条の欠格条項に該当した場合、教育職員免許法第１０条の免許の失効

若しくは同法第１１条の免許の取上げ等をされた場合又は地方公務員法第２９条

の懲戒処分を受けた場合等においては、文部科学大臣はその者を名簿から削除す

ることができる。 

３ 表彰を受けた教職員組織において、表彰を受けた後、表彰を受けた教職員組織

としてふさわしくないような問題等が生じた場合においては、文部科学大臣はそ

の教職員組織を名簿から削除することができる。 

 

（その他） 

第８条 この要項に定めるもののほか、表彰の実施に関し必要な事項は、初等中等

教育局長が別に定める。 
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